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立
憲
民
主
党
か
ら
は
大
島
敦

企
業
・
団
体
交
流
委
員
長
ほ
か
国

会
議
員
20
人
が
、
退
職
者
連
合

か
ら
は
人
見
会
長
ほ
か
事
務
局
、

川
端
常
任
幹
事
が
出
席
し
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
の
後
、
早
川
副
事

務
局
長
が
次
の
よ
う
に
要
請
の

ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
ま
し
た
。 

 
 

 

補
正
予
算
、
予
備
費
の
あ
り
方

や
、
防
衛
費
の
「
総
額
あ
り
き
」

は
あ
ま
り
に
ず
さ
ん
で
あ
る
。
社

会
保
障
の
支
え
手
で
あ
る
良
質

な
雇
用
の
安
定
・
拡
大
が
重
要
。

社
会
保
障
の
応
能
負
担
は
、
保
険

料
徴
収
段
階
と
し
、
窓
口
で
は
差

を
つ
け
る
べ
き
で
は
な
い
。
物
価

高
が
直
撃
す
る
低
所
得
・
低
年
金

世
帯
へ
の
緊
急
対
策
が
必
要
。
マ

イ
ナ
保
険
証
は
カ
ー
ド
発
足
時

の
原
則
に
反
す
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
に
つ
い
て
は
、
選
択
議
定
書

の
早
期
批
准
が
必
要
と
考
え
る
。 

  

こ
れ
に
対
し
、
各
議
員
か
ら
も
、

「
国
際
女
性
デ
ー
に
向
け
埼
玉

で
も
頑
張
っ
て
い
る
（
小
宮
山
・ 

敬
省
略 

以
下
同
じ
）」「
実
際
に

経
験
し
介
護
保
険
の
あ
り
が
た

さ
と
課
題
を
痛
感
（
近
藤
）」「
法

人
税
の
累
進
税
化
を
（
福
田
）」

「
高
齢
者
が
活
躍
で
き
る
場
の

創
出
を
（
吉
田
）」「
公
衆
衛
生
弱

体
化
の
問
題
点
（
阿
部
）」「
医
療
・

介
護
は
予
防
の
観
点
が
重
要
（
田

島
）」「
物
価
高
騰
対
応
の
緊
急
措

置
が
必
要
（
水
野
）」「
宮
城
で
は

災
害
公
営
住
宅
で
高
齢
者
の
孤

独
死
が
増
加
（
鎌
田
）」「
女
性
、

若
者
が
活
躍
で
き
る
社
会
を
（
古

賀
之
士
）」「
要
請
の
実
現
を
目
指

す
（
松
木
）」「
予
備
費
、
補
正
予

算
問
題
は
同
感
（
岸
）」「
子
ど
も

た
ち
を
戦
場
に
送
ら
な
い
た
め

頑
張
る
（
古
賀
千
景
）」「
産
別
担

当
。
日
常
的
な
意
見
交
換
を
（
熊

谷
）」「
子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
希

望
を
持
て
る
国
に
（
羽
田
）」「
女

性
差
別
撤
廃
条
約
の
選
択
議
定

書
批
准
は
重
要
」（
川
田
）」「
雪
国

で
は
高
齢
者
の
雪
か
き
な
ど
暮

ら
し
が
大
変
（
梅
谷
）」「
介
護
労

働
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
が
必

要
（
金
子
）」「
年
金
予
算
が
防
衛

費
に
回
る
の
は
問
題
（
野
間
）」
な

ど
、
予
定
時
間
を
超
え
て
熱
い
意

見
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 
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通常国会に向け、 
 各政党への要請行動を実施 

 退職者連合は、立憲民主党、国民民主党、社民党、公明党の各党に対し、『2023年通常国会に向けた要求』に関

する要請行動を行いました。今次国会では、社会保障に関する重要な論点がいくつか先送りにされており、また予

算案については 2月 28日に衆院を通過した結果、年度内の成立が確実になっています。要請ではこのような情勢

も踏まえつつ、今年度予算にとどまらず多くの論点について活発な意見交換が行われました。 

大島敦企業・団体交流委員長に要請書を手交   （左から）鎌田さゆり、福田昭夫、 

吉田忠智、松原仁、梅谷守、大島敦、（退連事務局 5人をはさみ）田島麻衣子の各議員   

古賀之士、松木謙公、古賀千景、岸まき子、近藤昭一、羽田次郎、小宮山泰子、川田龍平、 

早
川
副
事
務
局
長
か
ら 

要
請
の
趣
旨
を
説
明 

予
定
時
間
を
超
え
て 

活
発
な
意
見
交
換 

要請の趣旨説明をする早川副事務局長（手前左） 

意見交換には、阿部知子、金子恵美、野間たけし、 

水野素子、熊谷裕人の各議員も参加 

立
憲
民
主
党 
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国
民
民
主
党
か
ら
は
、
玉
木
代

表
ほ
か
国
会
議
員
13
人
が
出
席
。

開
会
に
あ
た
っ
て
玉
木
代
表
は

「
衆
院
の
予
算
審
議
が
終
わ
り
、

並
行
し
て
重
要
法
案
の
審
議
に

入
る
。
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度

は
10
本
以
上
の
束
ね
法
案
。
子

育
て
世
代
、
現
役
、
高
齢
者
の
安

心
を
ど
う
形
作
っ
て
い
く
か
、
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
議
論
を
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

人
見
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
早
川

副
事
務
局
長
が
要
請
内
容
の
ポ

イ
ン
ト
を
説
明
し
た
後
、
意
見
交

換
に
移
り
ま
し
た
。 

川
合
議
員
か
ら
「
マ
イ
ナ
健
康

保
険
証
は
問
題
点
が
あ
る
一
方
、

医
療
費
の
無
駄
遣
い
削
減
効
果

も
大
き
い
。
退
連
の
主
張
は
、
マ

イ
ナ
カ
ー
ド
に
健
康
保
険
証
を

載
せ
る
な
と
い
う
こ
と
な
の
か
、

そ
の
義
務
化
に
反
対
な
の
か
」
と

い
う
問
い
が
あ
り
、
退
連
か
ら
は

「
載
せ
る
な
、
が
原
則
。
健
康
保

険
証
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
反
対
で
は
な
い
」
と
回
答
。 

ま
た
、
浜
口
議
員
か
ら
の
「
介

護
保
険
の
窓
口
負
担
は
、
一
定
の

条
件
下
で
２
・
３
割
も
や
む
を
得

な
い
と
考
え
る
か
」
と
い
う
質
問

に
は
「
給
付
段
階
で
は
差
を
つ
け

な
い
の
が
原
則
。
現
に
あ
る
部
分

は
、
動
か
す
場
合
は
き
ち
ん
と
協

議
し
ろ
、
と
い
う
２
段
構
え
」
と

回
答
。
ま
た
、
玉
木
代
表
か
ら
「
保

険
料
の
応
能
負
担
は
あ
る
程
度

仕
方
な
い
と
い
う
判
断
か
」
と
い

う
質
問
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、

「
所
得
割
が
加
算
さ
れ
る
ラ
イ

ン
が
153
万
だ
が
、
そ
れ
で
い
い

の
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
に
な

る
」
と
答
え
ま
し
た
。
他
に
も
、

「
育
孫
休
業
」「
男
性
の
家
事
育

児
参
加
」
「
高
齢
単
身
女
性
の
貧

困
」
な
ど
幅
広
い
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

冒
頭
、
人
見
会
長
は
「
専
守
防

衛
を
転
換
し
、
防
衛
費
を
Ｇ
Ⅾ
Ｐ

比
２
％
に
す
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
る
。
少
子
化
も
大
き
な
課
題

な
の
で
岸
田
首
相
を
追
及
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
早
川
副

事
務
局
長
の
問
題
提
起
を
受
け

て
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

 

福
島
党
首
は
「
パ
ス
ポ
ー
ト
は

住
所
の
記
載
が
な
く
、
身
分
証
明

に
な
ら
な
い
。
運
転
免
許
証
の
な

い
人
が
健
康
保
険
証
に
代
わ
る

証
明
書
で
身
分
証
明
が
で
き
る

か
不
明
。
将
来
の
監
視
社
会
化
も

心
配
で
あ
る
」
と
懸
念
を
表
明
。 

服
部
幹
事
長
は
、「
先
送
り
さ

れ
た
介
護
保
険
法
に
つ
い
て
は
、

制
度
の
骨
格
が
掘
り
崩
さ
れ
る

危
険
が
あ
る
」
と
述
べ
、
消
費
税

に
関
す
る
退
連
の
要
求
に
つ
い

て
「
将
来
的
な
消
費
税
増
税
も
や

む
な
し
、
と
い
う
意
味
合
い
か
」

と
い
う
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
退

連
か
ら
は
「
法
人
税
、
所
得
税
の

課
税
努
力
を
怠
り
、
安
易
に
消
費

税
に
依
存
し
て
い
る
。
適
切
な
財

源
構
成
が
必
要
と
い
う
主
旨
だ
」

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
年
金
制
度
の
将
来
や
同
性
婚

の
問
題
な
ど
、、
広
く
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

 
 

   

人
見
会
長
は
「
私
た
ち
は
連
合

の
退
職
者
の
組
織
で
す
。
主
に
社

会
保
障
の
充
実
を
求
め
て
活
動

し
て
お
り
、
政
党
や
省
庁
に
要
請

を
し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
社
会

が
良
く
な
る
よ
う
に
、
政
権
与
党

の
公
明
党
の
皆
さ
ん
に
も
共
有

し
て
い
た
だ
け
る
も
の
が
あ
れ

ば
政
策
に
反
映
し
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
、
伊
藤
団
体
渉
外

委
員
長
は
、「
今
国
会
で
は
子
育

て
支
援
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

か
つ
て
年
間
200
万
人
を
越
え
た

出
生
数
が
２
０
１
６
年
に
100
万
人

を
、
22
年
に
は
80
万
人
を
切
っ

た
。
社
会
保
障
を
維
持
す
る
た
め

に
も
、
よ
り
よ
い
社
会
を
作
る
た

め
に
も
、
ご
提
案
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
政
策
に
反
映
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

早
川
副
事
務
局
長
か
ら
要
請
趣

旨
の
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。 

 

佐
藤
厚
生
労
働
部
会
長
か
ら

は
「
党
と
し
て
物
価
対
策
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
３
月
中
に
追
加
的

な
物
価
対
策
を
行
う
よ
う
山
口

代
表
が
首
相
に
申
し
入
れ
を
し

た
。
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
も
党

と
し
て
準
備
し
て
い
き
た
い
」
と

い
う
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

福島みずほ党首に要請書を手交 

（右から） 中島修総務企画局長 服部良一幹事長 
新垣クニオ衆院議員、福島みずほ党首 
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民
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主
党 
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伊藤渉団体渉外委員長に要請書を手交 
（右から）輿水恵一国会対策副委員長 
佐藤英道厚生労働部会長、伊藤渉団体渉外委員長 

人見会長から玉木雄一郎代表に要請書を手交 

（右から）芳賀道也、浜口誠、川合孝典、田村まみ、浅野哲 
古川元久、斎藤アレックス、長友慎治、玉木雄一郎の各議員 

この後、伊藤孝惠、西岡秀子、竹詰仁、田中健議員も参加 


